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裏表紙 

本器の機能を十分に発揮させて効果的にご利用いただくため、 
また、安全のためこの取扱説明書を、ご使用前に必ず最後まで 
お読みください。お読みになった後、いつでも必要なときに 
取り出せるように、所定の場所に必ず保管してください。 

このたびはシュアー捕虫器をお買い上げいただきまして 
まことにありがとうございました。 

●飛翔昆虫を誘虫ランプで引き寄せ粘着捕虫紙で強力にキャッチします。 
●捕獲した虫が下からは見えません。 
●捕虫紙は差し替え式で簡単に交換できます。 
●蛍光器具はインバーター方式 

※注意　本器は照明器具ではありません。捕虫専用器としてお使いください。 

本器の特長 
商品センター  
東 京 営 業 所  
大 阪 営 業 所  
 

〒３４０-０８０７ 
〒１１１-００４１ 
〒５５０-００１３ 
 

埼 玉 県 八 潮 市 新 町 9  
東京都台東区元浅草1-15-15 
大阪市西区新町1- 2 5 - 7  
 

TEL.048-931-3110 
TEL.03-5828-6361 
TEL.06-6541-3893

株式会社 石崎電機製作所 

アフターサービスについて 
 ●使用中に異常が生じた場合は、差込プラグをコンセントから引き抜いて使用を中止し、 

　速やかにお求めになった販売店、電器店、工具店へご相談ください。 
　ご相談される時は、お買上げの時期および、器具の型番をお忘れなくお知らせください。 
 
●補修用品の保有期間は生産打ち切り後5ヶ年です。 
　（この期間は経済産業省の指導によるものです。） 
 
シュアーお客様ご相談センター 
〒340-0807　埼玉県八潮市新町9 
電話 048-931-3110

より確かなものを…… 
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警告 
 

安全上のご注意 
 この取扱説明書では、使われる方や他の人々への危害や財産の損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使い 

いただくために、重要な内容（表示・図記号）をよく理解して、記載事項を必ずお守りください。 

●表示と意味は次のとおりです。 

この表示を無視して間違った取り扱いをしますと、使用者や近づいた方が 
死亡または重傷を負う可能性が想定されることを表しています。 

この表示を無視して間違った取り扱いをしますと、使用者や近づいた方が 
障害を負う可能性が想定されること、また、物的損害のみの発生が想定 
されることを表しています。 

※物的損害とは、家屋、家財及び家畜・ペツトにかかわる拡大損害を示します。 

警告 

注意 

●具体的な絵表示には次の意味がありますので十分に理解してお読みください。 

禁止（してはいけないこと）を示します。 
具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示しています。 
 

強制（必ずすること）を示します。 
貝体的な強制内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示しています。 

●修理技術者以外の人は、絶対に分解・修理は行わない。 
　また改造はしない。 
　感電、発火、器具損傷や異常動作して 
　けがの原因になります。 

●子供だけで使わせたり、幼児の手の届く 
　ところで使わない。 
　やけど、感電、けがをする恐れがあります。 

●次の場所に設置しない。 
　爆発、火災、落下、感電、絶縁不良、器具の 
　劣化等が発生しけがの原因となります。 
・爆発物、揮発性引火物等のあるところ 
・屋外、軒下や風が吹き込むところ 
・水のかかるところや湿気が多いところ 
・取付けネジがしっかり固定できないところ 
・ストーブのまわりや真上 
・長時間直射日光があたるところ 
・幼児の手の届くところ　 
 

分解禁止 
 

1

接触禁止 
 

注意 
 ●交流１００Ｖ以外で使わない。 

　火災、感電の原因になります。 
●濡れた手で本体を触らない。 
　感電の原因になります。 

100V以外禁止 

禁　止 

禁　止 

お手入れの仕方 
　注意　お手入れのときは電源スイッチを「切」にし、差込プラグをコンセント 

　　　　から引き抜いてください。 

 

●本体は乾いたやわらかい布か、中性洗剤を浸し、固く絞った布で汚れを 

　落としてください。 

 

　注意・シンナー、アルコール、洗剤、クレンザー等は使用しないでください。 

　　　・本体を水に浸けて洗わないでください。 

　　　　　　感電、故障の原因になります。 

 

故障かなと思ったら？ 
各部品が正しく取り付けられても異常が認められたときは下記を参考にしてください。 

　注意　蛍光器具の分解、修理は行わないでください。 

　　　　火災、感電、けがの原因になります。 

 

症状 原因 対策 

誘虫ランプが点灯しない 電源コードの断線 電源コードの交換 

誘虫ランプが点滅する 誘虫ランプの寿命 誘虫ランプの交換 

6

仕　様 

MC-500

100V-15W

15W直管BLランプ　1本　　品番/FL-15BL

3kg（電源コード含まず） 

横580×幅132×高さ192mm

約1.7m

捕虫器 品　　　　　　　　　名 

型　　　　　　　　　番 

電　　　　　　　　　源 

誘 虫 ラ ン プ 

製 品 寸 法 

質　　　　　　　　　量 

電 源 コ ー ド 

ア
ル
コ
ー
ル 

ク
レ
ン
ザ
ー 

ベ
ン
ジ
ン 禁　止 
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2

お 願 い 
 

●水につけたり、水をかけたりしない。 
　ショート・感電の恐れがあります。 

●本器は屋内用であり壁取付け式で 
　使用する。 
　感電、落下等の原因になります。 

●取付けが通路、出入り口の近くなどの場合は、 
　人が触れないところに設置する。 
　感電、けがの恐れがあります。 

●指定以外の粘着紙は取付けない。 
　器具に張り付いたり、火災の原因になります。 

●照明器具として使用しない。 
　また、誘虫ランプを長く見続けない。 
　目に障害をおこす原因になります。 

●正しく配線されたコンセントから電源を取る。 
　火災の原因になります。 

●殺虫剤やスプレーなどの噴霧は行わない。 
　器具の変色、悪臭発生の原因になります。 

●誘虫ランプの上にタオル、袋、燃えやすい 
　もの等をかぶせない。 
　火災、落下、器具の劣化が発生します。 

●本器のすき間に金属類や燃えやすいものを 
　差し込まない。 
　落下、感電、火災の原因になります。 

●点灯中、消灯直後は本体や誘虫ランプに 
　触れない。 
　やけど、火災の原因になります。 

●誘虫ランプは指定以外使用しない。 
　器具の変形、故障、火災の原因になります。 

●差込プラグの刃及び刃の取付面にほこりが 
　付いているときはよくふく。 
　火災の原因になります。 

●差込プラグを抜くときは、電源コードを持たず 
　に必ず先端の差込プラグを持って引き抜く。 
　感電、ショート、発火の原因になります。 

●ぬれた手で差込プラグを抜き差ししない。 
　感電事故の原因になります。 

●電源コードや差込プラグが傷んだり、コン 
　セントの差し込みがゆるいときは使用しない。 
　感電、ショート、発火の原因になります。 
 

禁　止 

●電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無 
　理に曲けたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり 
　しない。また、重い物を載せたり、狭み込んだりしない。 
　コードが破損し、火災、感電の原因になります。 
 

禁　止 

禁　止 

●使用時以外は差込プラグを必ずコンセントから抜く。 
　けが、やけど、絶縁劣化による感電、漏電火災の 
　原因になります。 
 

禁　止 

禁　止 

●使用後電源コードを本体に巻き付けない。 
　コードが破損し、火災、感電の原因になります。 

●落下などにより本体が破損した場合は、差込 
　プラグを抜いて修理の依頼を行う。 
　感電事故の原因になります。 
 
●お手入れのときは、差込プラグを必ず 
　コンセントから抜いて行う。 
　感電の原因になります。 

禁　止 
 

必ず行う 

禁　止 

禁　止 

禁　止 

禁　止 

禁　止 

禁　止 

必ず行う 

●捕虫紙の粘着剤を手などに付着させないでください。万が一付着した場合は洗剤で洗ってください。 

●捕虫紙の粘着力では大きなハエや虫は取れません。 

●捕虫紙が湾曲したりして使用できない時は、無理に挿入しないで新しい物と交換してください。 

●フロントカバー固定磁石にクリップ、針金などの金属片などを付けないでください、 

　　　フロントカバーの固定力が弱まり、カバーが開く場合があります。 

●定期的に捕虫紙の交換を行ってください。 

　　　ご使用方法や使われる環境によっては、不都合が生じる場合がありますので定期的に虫の捕獲状況の点検をし、 

　　　捕虫紙の交換を行うことをお薦めします。（捕虫紙の交換の目安は3ヶ月です。） 

●誘虫ランプは虫を引き寄せる効果がありますが、窓越しに屋外に向けて設置などを行うと、必要以上に虫を引き寄せ 

　ますのでご注意ください。 

 

必ず行う 

必ず行う 

プラグを持って 

プラグを抜く 

必ず行う 

必ず行う 

正しい使い方　その2
2.配線を行う 

①本器の電源スイッチを「切」にする。 

②誘虫ランプを固定しているテープを剥がし、 

　ランプが正しく取付けられているか確認する。 

③差込プラグを正しく配線されたコンセントに差し込みます。 

 

 

 

3.スイッチを入れる 

　電源スイッチを［入］にすると誘虫ランプが点灯します。 

 

4.使用しないときは 

　本器の電源スイッチを「切」にし、差込プラグをコンセントから抜いてください。 

 

部品の交換 
捕虫紙、誘虫ランプなどは交換部品として用意されていますので交換の際はお買い求めください。 

　注意　部品の交換のときは電源スイッチを「切」にし、 
　　　　差込プラグをコンセントから引き抜いてください。 

●捕虫紙 
　　フロントカバーを開け、古い捕虫紙を抜き取り、 
　　新しい捕虫紙と交換します。 

●誘虫ランプ 
　①誘虫ランプを90度回転させます。 
　②誘虫ランプを持ち上げランプソケットから 
　　取り外します。 
　③新しい誘虫ランプを逆の順番で 
　　取り付けます。 
　取付後誘虫ランプにぐらつきがないか 
　確認してください。 
 

　注意　誘虫ランプが冷めてから交換作業を行ってください。 
　　　　ランプは破損しやすいので取扱いには十分注意してください。 
　　　　　　けがの原因になります。 

　　誘虫ランプの製品規格 
　　　　品番　ＦＬ－１５ＢＬ　（ブラックライト１５W直管） 

切 

入 

② 
① 

5

電源コードの長さは1．7mです。 
短い場合は延長コードを別途ご用意ください。 
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電源スイッチ 

各部のなまえ 取付け方法 

誘虫ランプ 

本　体 

捕虫紙 

フロントカバー 
 

取付け穴 

本　体　　　1台 
誘虫ランプ　1本　ＦＬ15ＢＬ（本体に取付け済み） 
取付けネジ　2本　（４×２０mm） 
捕虫紙　　　2枚 
取扱説明書　1冊 

捕虫紙差込み口 

ガイド 

フロントカバー固定磁石 

側　面 

差込プラグ 

電源コード 

3 4

■セット内容　※注意 不足品がないか必ず確認してください。 

成型、印刷、食品、飲料、包装資材等の工場の出入り口、事務所の出入り口、 
学校、病院、図書館、公共機関、などの部屋や事務所の出入り口周辺、廊下など 

■設置場所 

下記の条件を満たさない場合は取付けないでください。 

■取付け条件　　　 

　・しっかりした平らな壁があるところ。（石膏ボードなどもろい部分へは取付けないでください） 

　・人が簡単に接触しないところ。 

　・本器の差込プラグが確実に差し込めるコンセントが設置してあるところ。 

　・本器のスイッチ、およびフロントカバーの開閉が容易に行えるところ 

 

1.ネジを取付ける 

　　取付けネジを50cmの間隔で水平に2本取付けます。 

　　ネジ頭は3mm壁より離してください。 

 

 

2.本器を取付ける 

　　本器の後面の穴に、取付けたネジを差込み、斜めに移動させて固定します。 

　　　　　　　 

　　　　　落下注意　本器の後面全体が壁面当たるように、しっかり固定してください。 

　　　　　　　　　　　　落下してけがの原因になります。 

　　　　　確認　　　フロントカバーの開閉が行えるか確認してください。 

正しい使い方　その1
1.捕虫紙を取付ける 

①捕虫紙を袋から取り出し、 

　剥離紙の両端を止めている、 

　テープを剥がしてから、 

　剥離紙を取り除きます。 

 

 

②フロントカバーの両サイドを両手で開け、 

　誘虫ランプの下のガイドに沿って 

　捕虫紙を差し込みます。 

 

　注意　フロントカバーの開閉時は十分注意してください。 

　　　　手がはさまれたり、カバーのふちなどでけがをする場合があります。 

　　　　捕虫紙の粘着液が身体や衣服、本器に付着しないよう注意してください。 

 

③フロントカバーを閉めます。 

50cm
3mm
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警告 
 

安全上のご注意 
 この取扱説明書では、使われる方や他の人々への危害や財産の損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使い 

いただくために、重要な内容（表示・図記号）をよく理解して、記載事項を必ずお守りください。 

●表示と意味は次のとおりです。 

この表示を無視して間違った取り扱いをしますと、使用者や近づいた方が 
死亡または重傷を負う可能性が想定されることを表しています。 

この表示を無視して間違った取り扱いをしますと、使用者や近づいた方が 
障害を負う可能性が想定されること、また、物的損害のみの発生が想定 
されることを表しています。 

※物的損害とは、家屋、家財及び家畜・ペツトにかかわる拡大損害を示します。 

警告 

注意 

●具体的な絵表示には次の意味がありますので十分に理解してお読みください。 

禁止（してはいけないこと）を示します。 
具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示しています。 
 

強制（必ずすること）を示します。 
貝体的な強制内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示しています。 

●修理技術者以外の人は、絶対に分解・修理は行わない。 
　また改造はしない。 
　感電、発火、器具損傷や異常動作して 
　けがの原因になります。 

●子供だけで使わせたり、幼児の手の届く 
　ところで使わない。 
　やけど、感電、けがをする恐れがあります。 

●次の場所に設置しない。 
　爆発、火災、落下、感電、絶縁不良、器具の 
　劣化等が発生しけがの原因となります。 
・爆発物、揮発性引火物等のあるところ 
・屋外、軒下や風が吹き込むところ 
・水のかかるところや湿気が多いところ 
・取付けネジがしっかり固定できないところ 
・ストーブのまわりや真上 
・長時間直射日光があたるところ 
・幼児の手の届くところ　 
 

分解禁止 
 

1

接触禁止 
 

注意 
 ●交流１００Ｖ以外で使わない。 

　火災、感電の原因になります。 
●濡れた手で本体を触らない。 
　感電の原因になります。 

100V以外禁止 

禁　止 

禁　止 

お手入れの仕方 
　注意　お手入れのときは電源スイッチを「切」にし、差込プラグをコンセント 

　　　　から引き抜いてください。 

 

●本体は乾いたやわらかい布か、中性洗剤を浸し、固く絞った布で汚れを 

　落としてください。 

 

　注意・シンナー、アルコール、洗剤、クレンザー等は使用しないでください。 

　　　・本体を水に浸けて洗わないでください。 

　　　　　　感電、故障の原因になります。 

 

故障かなと思ったら？ 
各部品が正しく取り付けられても異常が認められたときは下記を参考にしてください。 

　注意　蛍光器具の分解、修理は行わないでください。 

　　　　火災、感電、けがの原因になります。 

 

症状 原因 対策 

誘虫ランプが点灯しない 電源コードの断線 電源コードの交換 

誘虫ランプが点滅する 誘虫ランプの寿命 誘虫ランプの交換 

6

仕　様 

MC-500

100V-15W

15W直管BLランプ　1本　　品番/FL-15BL

3kg（電源コード含まず） 

横580×幅132×高さ192mm

約1.7m

捕虫器 品　　　　　　　　　名 

型　　　　　　　　　番 

電　　　　　　　　　源 

誘 虫 ラ ン プ 

製 品 寸 法 

質　　　　　　　　　量 

電 源 コ ー ド 

ア
ル
コ
ー
ル 

ク
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ン
ザ
ー 

ベ
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お 願 い 
 

●水につけたり、水をかけたりしない。 
　ショート・感電の恐れがあります。 

●本器は屋内用であり壁取付け式で 
　使用する。 
　感電、落下等の原因になります。 

●取付けが通路、出入り口の近くなどの場合は、 
　人が触れないところに設置する。 
　感電、けがの恐れがあります。 

●指定以外の粘着紙は取付けない。 
　器具に張り付いたり、火災の原因になります。 

●照明器具として使用しない。 
　また、誘虫ランプを長く見続けない。 
　目に障害をおこす原因になります。 

●正しく配線されたコンセントから電源を取る。 
　火災の原因になります。 

●殺虫剤やスプレーなどの噴霧は行わない。 
　器具の変色、悪臭発生の原因になります。 

●誘虫ランプの上にタオル、袋、燃えやすい 
　もの等をかぶせない。 
　火災、落下、器具の劣化が発生します。 

●本器のすき間に金属類や燃えやすいものを 
　差し込まない。 
　落下、感電、火災の原因になります。 

●点灯中、消灯直後は本体や誘虫ランプに 
　触れない。 
　やけど、火災の原因になります。 

●誘虫ランプは指定以外使用しない。 
　器具の変形、故障、火災の原因になります。 

●差込プラグの刃及び刃の取付面にほこりが 
　付いているときはよくふく。 
　火災の原因になります。 

●差込プラグを抜くときは、電源コードを持たず 
　に必ず先端の差込プラグを持って引き抜く。 
　感電、ショート、発火の原因になります。 

●ぬれた手で差込プラグを抜き差ししない。 
　感電事故の原因になります。 

●電源コードや差込プラグが傷んだり、コン 
　セントの差し込みがゆるいときは使用しない。 
　感電、ショート、発火の原因になります。 
 

禁　止 

●電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無 
　理に曲けたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり 
　しない。また、重い物を載せたり、狭み込んだりしない。 
　コードが破損し、火災、感電の原因になります。 
 

禁　止 

禁　止 

●使用時以外は差込プラグを必ずコンセントから抜く。 
　けが、やけど、絶縁劣化による感電、漏電火災の 
　原因になります。 
 

禁　止 

禁　止 

●使用後電源コードを本体に巻き付けない。 
　コードが破損し、火災、感電の原因になります。 

●落下などにより本体が破損した場合は、差込 
　プラグを抜いて修理の依頼を行う。 
　感電事故の原因になります。 
 
●お手入れのときは、差込プラグを必ず 
　コンセントから抜いて行う。 
　感電の原因になります。 

禁　止 
 

必ず行う 

禁　止 

禁　止 

禁　止 

禁　止 

禁　止 

禁　止 

必ず行う 

●捕虫紙の粘着剤を手などに付着させないでください。万が一付着した場合は洗剤で洗ってください。 

●捕虫紙の粘着力では大きなハエや虫は取れません。 

●捕虫紙が湾曲したりして使用できない時は、無理に挿入しないで新しい物と交換してください。 

●フロントカバー固定磁石にクリップ、針金などの金属片などを付けないでください、 

　　　フロントカバーの固定力が弱まり、カバーが開く場合があります。 

●定期的に捕虫紙の交換を行ってください。 

　　　ご使用方法や使われる環境によっては、不都合が生じる場合がありますので定期的に虫の捕獲状況の点検をし、 

　　　捕虫紙の交換を行うことをお薦めします。（捕虫紙の交換の目安は3ヶ月です。） 

●誘虫ランプは虫を引き寄せる効果がありますが、窓越しに屋外に向けて設置などを行うと、必要以上に虫を引き寄せ 

　ますのでご注意ください。 

 

必ず行う 

必ず行う 

プラグを持って 

プラグを抜く 

必ず行う 

必ず行う 

正しい使い方　その2
2.配線を行う 

①本器の電源スイッチを「切」にする。 

②誘虫ランプを固定しているテープを剥がし、 

　ランプが正しく取付けられているか確認する。 

③差込プラグを正しく配線されたコンセントに差し込みます。 

 

 

 

3.スイッチを入れる 

　電源スイッチを［入］にすると誘虫ランプが点灯します。 

 

4.使用しないときは 

　本器の電源スイッチを「切」にし、差込プラグをコンセントから抜いてください。 

 

部品の交換 
捕虫紙、誘虫ランプなどは交換部品として用意されていますので交換の際はお買い求めください。 

　注意　部品の交換のときは電源スイッチを「切」にし、 
　　　　差込プラグをコンセントから引き抜いてください。 

●捕虫紙 
　　フロントカバーを開け、古い捕虫紙を抜き取り、 
　　新しい捕虫紙と交換します。 

●誘虫ランプ 
　①誘虫ランプを90度回転させます。 
　②誘虫ランプを持ち上げランプソケットから 
　　取り外します。 
　③新しい誘虫ランプを逆の順番で 
　　取り付けます。 
　取付後誘虫ランプにぐらつきがないか 
　確認してください。 
 

　注意　誘虫ランプが冷めてから交換作業を行ってください。 
　　　　ランプは破損しやすいので取扱いには十分注意してください。 
　　　　　　けがの原因になります。 

　　誘虫ランプの製品規格 
　　　　品番　ＦＬ－１５ＢＬ　（ブラックライト１５W直管） 

切 

入 

② 
① 
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電源コードの長さは1．7mです。 
短い場合は延長コードを別途ご用意ください。 
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